
イ
チ

四
五

イ
チ
ノ
サ
カ
市
J

按

岡
京
都
甲
の
内
の
小
字
。

イ
チ
ノ
サ
カ
イ
シ
市
ノ
坂
石

関
京
都
市
，
坂

に
益
す
る
石
材
。
輝
石
安
山
岩
質
凝
友
岩
で
、
鈎
荻

色
の
石
恭
中
に
、
分
解
し
た
粒
朕
又
は
酬
開
放
の
務
長

石
を
合
み
、
質
は
脆
弱
で
あ
る
。

イ
チ
ノ
セ
一

ノ
瀬

l
イ
チ
ノ
セ
市
ノ
瀬
門
能

袈
〉
。イ

チ
ノ
セ
市
ノ
瀬
能
奨
郡
白
山
下
な
る
風
嵐

の
枝
村
で
あ
る
。
又
一
の
宿
と
も
い
ひ
、

一
，
額
と

も
密
い
た
。

イ
チ
ノ
セ
市
ノ
瀬
河
北
郡
五
ケ
庄
に
邸
す
る

邸
前
。イ

チ
ノ
セ
市
ノ
瀬
鳳
軍
部
川
原
田
郷
に
邸
す

る
郎
官
問
。

イ
チ
ノ
セ
市
ノ
瀬
珠
洲
郡
木
郎
泡
に
慰
す
る

聞
副
首
問
。
能
駕
誌
に
、
『
熊
野
跡
地
調
の
大
な
る
{
呂
森
あ
り
。

是
は
市
翻
村
の
産
制
也
。
昔
こ
の
既
に
行
装
菩
磁
の

附
畿
の
大
寺
あ
り
。
七
億
伽
一
騎
に
し
て
行
法
山
新
醤

光
寺
と
い
ひ
し
附
。
突
正
の
頃
兵
火
の
お
に
退
制
す

云
々
。
今
此
寺
川
配
田
県
脇
村
に
抽
出
れ
旬
。
』
と
あ
る
。

イ
チ
ノ
セ
オ
ン
セ
ン
市
ノ
瀬
温
泉
能
美
郡
白

合

9
4
7

降
の
内
市
瀬
に
在
っ
た
。
河
内
槌
泉
風
間
出
祖
泉
・

稜
威
の
湯
と
も
言
は
れ
、
近
〈
は
白
山
根
来
と
も
群

せ
ら
れ
た
。
白
山
の
電
路
に
笛
旬
、
そ
の
褒
見
は
極

め
て
古
か
ら
う
が
祥
か
で
な
い
。
唯
畿
か
に
箆
永
三

年
の
暫
上
に
、『
白
山
箆
御
公
領
知
風
嵐
村
湯
の
銭
、

立
始
。
相
知
不
申
候
。
同
緒
等
も
無
御
箆
候
。
先
年

越
前
茨
門
綜
御
入
場
被
成
候
。
其
後
但
府
内
殿
も
御
入

里
る

g
E問
。
能
登
名
跡
志
に、
『
此
往
来
穴
水
を
き
に
、

一
湯
設
成
候
由
申
候
。
』
と
し
、
こ
の
越
前
資
門
町
入
湯

=
~
ノ
坂
村
町
鎮
の
内
に
、
小
伊
勢
摂
取
氏
器
所
と
い

一
は
盛
畏
十
年
の
こ
と
で
あ
る
。
叉
越
前
誌
に、
『
白
山

ふ
石
僻
あ
り
o
n
E
は
長
家
間
促
を
受
け
、
越
後
勢
に

一
の
抽
出
一
，
糊
村
に
池
炭
あ
り
。
銭
湯
な
り
。
具
室
方

出
合
ひ
討
死
せ
し
也
。
川
小
伊
勢
村
に
子
-係
あ
ふ
り
。』

一
一
丈
こ
尺
、
能
く
百
病
を
治
す
。
一
，
潮
村
に
平
泉

と

あ

る

。

寺

よ

り

草

阪

を

加

盟

て

也

き

、

符

そ

止

む

。

本

人

な

し

。

答
釜
飯
を
携
へ
、
米
抗
帝
濁
し
て
自
ら
炊
ぐ
o
m帯雨

あ
れ
ば
洪
水
槻
泉
に
流
入
て
、
H
ハ
室
を
枕
す
都
あ

り
。
』
と
も
記
さ
れ
て
居
る
。
近
時
怖
に
知
ら
れ
た
の

は
明
治
七
年
獅
乙
人
一
フ
イ
Y

の
紹
介
し
た
符
の
こ
と

で
あ
り
、
摘
出
口
は
湯
谷
川
左
岸
に
航
は
る
ロ
岩
の

下
に
在
っ
た
が
、
昭
和
九
年
七
月
十
一
日
の
洪
水
に

磁
級
せ
ら
れ
て
全
く
所
在
を
失
う
た
。

イ
チ
ノ
セ
ヨ
ウ
ス
イ
市
ノ
瀬
用
水

江
川
引
掛
大

事
寺
川
の
上
流
に
あ
る
。
覧
永
二
年
こ
の
地
の
向
加

賀
潜
領
で
あ
っ
た
時
、
大
山
間
寺
城
代
古
川
伊
織
が
下

山
山
久
悦
徳
左
術
門
宗
吉
に
命
じ
て
遺
ら
し
め
、
山
代

新
村
の
附
訟
に
似
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
放
出
削
向
不

完
全
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
都
寺
結
宅
前
川
利
明
の
時
、

そ
の
鋭
艇
を
蛾
大
し
て
覧
文
京
年
六
月
に
成
っ
た
。

こ
の
用
水
の
烈
概
僅
械
の
大
な
る
こ
と
は
、
裂
に
江

沼
郡
中
第
一
に
開
る
。

イ
チ

j
aニ
一

r
谷

江

川
一
郎
澗
ヶ
阪
の

内
の

ト
芋
。

イ
チ
j
h
m
ニ

市

ノ
谷
江
川
山
梢
奥
山
方
に
幽
す

る
部
wm

。

イ
チ

J
aニ
市

ノ
谷
河
北
部
笠
野
郷
に
印
刷
す

る
部
耳
目
。

イ
チ
J
h
F

ニ

市

ノ
谷

mm
咋
油
土
山
正
に
臨
す

る
部
務
。
市
川
町
谷
と
も
強
か
れ
た
。

イ
チ
ノ
ハ
シ
一

ノ
穏
能
安
部
川
内
正
期
戸
か

ら
石
川
郷
河
内
庄
中
宮
に
去
る
聞
に
在
る
。
白
山
記

に
『
中
宮
，
下
有
ν
橋
、
名
二
締

d

不
V
T
Y
ν
位
。
北
ハ
岸

高
未
ν

祥
=
何
十
丈
。
渡
ν
之
蛇

-俗
念
日
放
不
=航
目
サ

偏
念
S

椛
裂
-
抽
出
v

之
。
』
と
あ
旬
、
正
保
四
年
三
州
選
一
っ
た
矢
田
陸
路
埠
調
註
が
霧
乱
の
貸
に
嗣
字
を
失
一
一

銭
冊
目
上
に
は
、
中
宮
に
一
，
栂
と
い
ふ
院
が
あ
っ
て
、
一
ひ
、

一
時
瀞
震
を
二
宮
の
匙
殿
に
移
し
た
と
こ
ろ
、

長
さ
十
八
川
制
五
尺
而
さ
十
六
川
水
の
深
草
二
聞
と

一
後
質
主
そ
の
位
置
を
代
へ
、
伊
閉
山
疏
岐
比
古
跡
駐
は

あ
る
。

一
一
一
宮
刑
祉
と
摂
し
て
相
殿
と
な
り
、
天
日
陰
佑
昨
訓

イ
チ
ノ
ハ
ラ
市
ノ
原
石
川
叩
河
内
庄
に
あ
る

一
祉
が
中
山
耐
の
託
析
を
掠
っ
た
わ
け
で
あ
る
o
能
殺
の

部世間
O

W

H

文
イ
年
の
村
御
印
に
は
市
，
原
と
す
る
。

一
一
一
一
宮
以
下
は
そ
の
有
無
を
知
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。

叫
白
木
三
年
十
月
十
村
吉
野
村
茜
七
の
mu
上
に
、
先
年

一
2
3白
山
記
の
所
論

l
白
山
記
に
は
、
白
山
比
時
制

こ
L
に
池
内
ホ
の
稿
出
し
た
と
の
口
仰
が
あ
る
と
記
さ

一
世
が
加
賀
の

一
宮
た
る
べ
き
理
耐
を
述
べ
て
ゐ
る
。

れ
て
ゐ
る
。

一
日
〈
、
白
山
は
加
賀
の
凶
が
越
前
附
加
賀
郡
で
あ
っ

イ
チ
ノ
マ
h
F

ガ

ハ

一
J

又
川

湖
町
郡
大
田
領

一
た
時
そ
の
一
宮
で
あ
っ
た
。
然
る
に
加
賀
女
同
の
昨
、

で
大
梅
川
へ
部
合
ふ
一
制
統
で
あ
る
。
流
悦
三
粁
。

一
白
山
均
時
榊
祉
は
裁
の
如
〈
加
賀
の
一
密
で
あ
っ
た

イ
チ
ノ
マ
チ
市
ノ

町

立
一ノ
以
野
郎
五
郎
左

一
が
、
結
前
の
三
宮
で
あ
っ
た
菅
生
石
部
制
祉
は
加
賀

衛
門
山
分
の
内
の
小
字
。

一
の
二
宮
と
な
り
、
而
し
て
越
前
の
二
宮
で
あ
っ
た
匁

イ
チ
ノ
ミ
ヤ
一

ノ
宮

へ
ご
加
賀
の
一
宮

l
一
一
比
神
社
が
越
前
の
一
宮
に
な
っ
た
。
能
脅
は
も
と
越

宮
と
は
諸
附
各
式
内
第
一
駐
を
崇
め
て
い
ふ
も
の

一
中
の
能
稜
郡
で
あ
っ
た
が
、
一
別
組
中
立
凶
の
時
、
越

で
、
之
に
次
ぐ
も
の
を
二
宮

・
=
一
宮
な
ど
与
総
し
た

一
中
二
宮
の
二
紳
制
批
が
越
中
一
宮
と
な
り
、
然
多
耐

の
で
あ
る
。
耐
し
て
加
賀
の
一
宮
が
白
山
比
時
制
枇

一
枇
は
も
と
越
中
の
一
宮
で
あ
っ
た
か
ら
、
能
脅
凶
で

な
る
こ
と
は
百
ふ
ま
で
も
な
く
、
こ
の
榊
祉
は
延
喜

一
も
一
宮
に
な
っ
た
。
但
し
越
中
に
新
第
多
を
知
っ
て

式
の
小
制
で
あ
る
。
叉
加
賀
の
二
宮
の
官
生
石
部
跡

一
二
紳
と
一
宮
を
零
ふ
に
及
び
、
二
一
仰
は
無
力
な
る
を

祉
な
る
こ
と
は
白
山
記
に
よ
っ
て
知
る
べ
〈
、
=
一
宮

一
以
て
新
築
多
が
一
宮
と
な
っ
た
と
。
こ
の
説
明
は
本

は
今
の
白
山
比
時
前
祉
の
お
に
枇
地
を
占
め
ら
れ

一
貫
に
誤
認
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
出
削
想
除
り
に
巧
妙
に

て
、
逢
に
そ
の
獅
祉
に
な
っ
た
三
宮
跡
制
で
あ
ら
う
こ

し
て
、
却
っ
て
信
怨
す
る
こ
と
を
得
ぬ
。

白
山
犯
に
こ
の
三
宮
を
白
山
七
枇
巾
の
第
三
に
列

一

イ
チ
ノ
ミ
ヤ
一

ノ
宮

須

咋

榔

ω舘
院
に
印
刷す

し
、
白
山
跡
の
第
=
一
鰍
沼
そ
祭
耐
と
す
と
記
し
た
の

一
る
部
務
。
能
官
名
跡
芯
に
、
『
一
宮
は
宿
と
寺
家
と
一

は
、
制
鋭
に
拘
出
し
た
説
明
で
あ
る
。

一
郎
な
が
ら
も
一
一
ヶ
村
に
成
て
、
宿
の
分
は
家
数
百
相

会一
U

能
殺
の
一
宮

l
能
殺
の
一
宮
は
気
多
前
世
で
、

一
俄
有
て
、
商
家
な
ど
あ
り
。
』
と
見
え
、

一
宮
宿
村
は

延
群
式
の
名
刺
大
匙
で
あ
る
。
そ
の
二
宮
は
、
鹿
島

一
後
の
一
宮
村
で
あ
る
。
大
永
六
年
十
且
一
宮
祉
聡
腹

部
に
二
宮
の
品
名
が
あ
っ
て
、
裂
に
式
内
天
日
陰
地

一
年
蹟
納
帳
に
は
、

一
宮
町

・
一
宮
西
間
な
ど
l
h

あ
る

時
制
祉
が
銀
座
す
る
か
ら
、
諸
問
U

多
〈
之
を
笛
て
る

一
が
、
そ
れ
ら
も
宿
村
の
う
ち
で
あ
ら
う
。

が
そ
れ
は
税
務
で
あ
る
o
式
内
容
自
社
杷
を
案
ず
る

一

イ
チ
J
Z
ヤ
ジ
ケ
一

ノ
宮
寺
家

m
m
咋
部
位
知

に
、
こ
の
地
に
も
と
石
励
山
な
る
伊
釘
前
岐
比
古
制

一
院
に
廊
す
る
部
宮
市
。
元
総
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に

祉
の
下
枇
が
あ
っ
て
、
円
叫
凶
の
二
宮
で
あ
り
、
地
名

一
は
、
気
多
榊
世
銀
座
の
地
を
初
め
は
一
宮
村
と
い
う

も
そ
れ
か
ら
起
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
芹
川
に
あ

一
た
が
、
駐
家
寺
家
の
混
ず
る
般
か
、
監
安
四
年
か
ら


